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【【特特集集】】永永遠遠ににいいいい日日 密密着着２２４４時時

3・2・1－ 雲仙市誕生！
大きな歓声とともに誕生した雲仙市
これから刻むたくさんの歴史は
市民一人ひとりの手によって作られていく
“１０月１１日”に込められた思いとともに



まっすぐ
子どもたちの笑顔が 永遠に輝き続けますように…
と わ に い い ひ

１０月１１日、雲仙市誕生
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平
成
１７
年
１０
月
１１
日
、
国
見
町
、

瑞
穂
町
、
吾
妻
町
、
愛
野
町
、
千
々

石
町
、
小
浜
町
、
南
串
山
町
の
７

町
が
合
併
し
、
人
口
約
５
万
２
千

人
、
面
積
約
２
０
６
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
島
原
半
島
北
西
部
の

都
市
と
し
て
、「
雲
仙
市
」
が
誕

生
し
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
住
民
の
皆
様

を
は
じ
め
、
国
、
県
、
関
係
機
関

の
ご
支
援
、
ご
協
力
に
よ
る
も
の

と
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

今
日
の
厳
し
い
社
会
情
勢
の
中

に
あ
っ
て
、
市
町
村
も
行
政
改
革

を
進
め
、
自
ら
そ
の
行
政
基
盤
を

強
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
中
で
、
私
た

ち
の
７
カ
町
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町

で
合
併
問
題
に
つ
い
て
検
討
を
重

ね
、
そ
れ
ぞ
れ
に
い
く
つ
も
の
合

う

よ

併
を
模
索
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
紆
余

き
ょ
く
せ
つ

曲
折
は
あ
っ
た
も
の
の
、
最
終

的
に
お
互
い
を
合
併
の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
選
択
し
ま
し
た
。

雲
仙
市
の
基
本
理
念
「
豊
か
な

大
地
・
輝
く
海
と
、ふ
れ
あ
う
人
々

で
築
く
、
た
く
ま
し
い
郷
土
」
を

旗
印
に
、
こ
れ
ま
で
の
合
併
協
議

の
成
果
を
踏
ま
え
、
市
民
の
皆
様

に
も
多
く
の
知
恵
を
出
し
て
い
た

だ
き
、
汗
を
流
し
て
い
た
だ
い
て
、

ま
た
、
職
員
に
は
そ
れ
以
上
の
豊

か
な
創
造
力
を
発
揮
し
、
知
識
を

駆
使
し
て
、
不
断
の
努
力
を
重
ね
、

そ
し
て
一
丸
と
な
っ
て
雲
仙
市
の

建
設
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

７
町
の
歴
史
的
経
緯
、風
土
、自

然
や
文
化
は
そ
れ
ぞ
れ
に
豊
か
で

あ
り
、そ
し
て
、ま
ち
づ
く
り
に
も

熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。
共
通
す
る
価
値
観
を
持
ち
、

生
活
圏
の
共
有
性
も
あ
り
、
多
く

の
人
々
の
交
流
や
人
脈
の
つ
な
が

り
を
も
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お

互
い
に
認
め
合
い
、
尊
重
し
、
敬

意
を
払
う
知
恵
を
も
っ
て
い
ま
す
。

雲
仙
市
で
は
、
一
つ
ひ
と
つ
の

特
性
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
市
と

な
っ
た
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、将
来

に
わ
た
っ
て
継
続
し
て
い
け
る
行

財
政
の
確
立
を
図
り
、
分
権
時
代

に
ふ
さ
わ
し
い
市
民
参
加
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
、
市
民
の
幸
せ
と

市
勢
の
進
展
を
目
指
す
も
の
で
す
。

私
た
ち
に
は
、
２０
年
後
、
３０
年

後
の
世
代
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

�
ま
ち
�
を
準
備
す
る
と
い
う
、

重
大
な
責
務
が
あ
り
ま
す
。

さ
あ
、
こ
れ
か
ら
が
本
番
で
す
。

初
代
市
長
が
決
定
す
る
ま
で
の
短

い
期
間
で
す
が
、
私
も
全
力
で
努

め
て
参
り
ま
す
。
雲
仙
市
発
展
の

た
め
に
、
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

雲
仙
市
長
職
務
執
行
者

松

浦

末

利

今
か
ら
が
ス
タ
ー
ト
で
す

瞳

●広報うんぜん
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「「
ああ
りり
がが
とと
うう
、、わわ
がが
町町

がが
んん
ばば
ろろ
うう
雲雲
仙仙
市市
」」

「いやさか～」の声とともに、大きな
希望の炎を掲げる発起人の稲田さん

１１
日
午
前
０
時
、
大
き
な
歓
声
が

夜
空
に
響
き
渡
っ
た

１０
日
の
午
後
１１
時
５９
分
５０
秒
か
ら

始
ま
っ
た
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

…
…
３
、
２
、
１

―
―

雲
仙
市
誕
生
の
歴
史
的
瞬
間未未

来来
をを
託託
しし
たた
７７
つつ
のの
炎炎

雲
仙
市
誕
生
の
瞬
間
に
立
ち
会

い
、
祝
お
う
と
７
町
の
有
志
が
知

恵
を
出
し
合
っ
た
�
雲
仙
市
誕
生

を
祝
う
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
集
会
�

が
１０
月
１０
日
午
後
１１
時
か
ら
、
旧

吾
妻
町
役
場
駐
車
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

「
豪
華
じ
ゃ
な
く
て
も
い
い
か

ら
、
こ
れ
か
ら
の
仲
間
と
一
緒
に
、

雲
仙
市
誕
生
の
瞬
間
を
祝
い
た

い
」と
、
発
起
人
の
稲
田
さ
ん（
旧

吾
妻
町
）。「『
雲
仙
市
が
誕
生
す

る
と
に
何
も
せ
ん
と
ね
〜
』
町
内

の
美
人
会
や
百
円
会
か
ら
の
こ
の

言
葉
に
、『
よ
し
、
そ
れ
な
ら
！
』

と
思
い
立
っ
た
の
が
、
集
会
５
日

前
の
夜
で
し
た
。」

準
備
期
間
は
わ
ず
か
３
日
。
７

町
の
心
を
一
つ
に
、
声
を
か
け
合

い
、
企
画
を
練
り
、
ス
テ
ー
ジ
や

「
雲
仙
市
」
と
書
か
れ
た
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
作
り
あ
げ
ま
し
た
。

当
日
は
、
美
人
会
と
百
円
会
の

み
な
さ
ん
の
愛
情
が
た
っ
ぷ
り

入
っ
た
豚
汁
が
配
ら
れ
、
午
後
１１

時
に
開
会
。
ラ
ジ
オ
番
組

で
お
な
じ
み
の
川
田
金

太
郎
さ
ん
が
メ
イ
ン

司
会
と
な
り
、

７
町
有
志
の

さ
ま
ざ
ま
な

企
画
が
集
会
を
大
い
に
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

雲
仙
市
誕
生
ま
で
あ
と
１０
秒
、

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
始
ま
り
ま
し

た
。
そ
し
て
み
ん
な
で
迎
え
た

と
わ１０

に月
い
い１１
ひ日
、
雲
仙
市
に
な
っ
た
瞬
間
、

声
を
そ
ろ
え
て
言
い
ま
し
た
。

「
あ
り
が
と
う
○
○
町
（
旧
町
）、

が
ん
ば
ろ
う
雲
仙
市
」

そ
れ
と
同
時
に
「
雲
仙
市
」
と

書
か
れ
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が

き
ら
び
や
か
に
輝

き
ま
し
た
。

７
つ
の
炎
が
集

ま
っ
て
ひ
と
つ
と

な
っ
た
炎
の
光
が
、

参
加
さ
れ
た
み
な

さ
ん
を
温
か
く
包

み
ま
し
た
。

楽
し
い
リ
ズ
ム
と
力
強
い

太
鼓
の
音
色
で
観
客
を
沸

か
せ
た
琉
球
国
祭
り
太
鼓

雲仙市の輝かしい未来
を願い、それぞれ７つ
の思いを誓いました

愛 野 町 は“愛情”を

吾 妻 町 は“健康”を

千々石町 は“平和”を

瑞 穂 町 は“友情”を

小 浜 町 は“発展”を

国 見 町 は“協調”を

南串山町 は“幸福”を誓います

「
７
町
思
い
は
ひ
と
つ
で
す
。

待
望
の
雲
仙
市
が
い
い
市
に
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」

広報うんぜん●
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今今
、、ひひ
とと
つつ
にに
――

オープニングを飾った吾魂の和太鼓演奏
迫力のある声と笑顔が会場を盛り上げました

集会の最後は、川田さんのギター演奏で会場に集
まったすべての人が「ふるさと」を熱唱しました

「金太郎のがまだせ！
ラジオ」でおなじみの
川田金太郎さんの優し
い歌声で会場が温かく
包まれました

「「
ここ
れれ
かか
らら
はは��
よよ
そそ
のの
町町
のの
催催
しし
��がが��
自自
分分
たた

ちち
のの
市市
のの
催催
しし
��にに
なな
りり
まま
すす
。。ここ
のの
カカ
ウウ
ンン
トト

ダダ
ウウ
ンン
集集
会会
のの
よよ
うう
にに
、、他他
のの
どど
ここ
にに
もも
なな
いい
イイ

ベベ
ンン
トト
をを
７７
町町
力力
をを
合合
わわ
せせ
てて
つつ
くく
っっ
てて
いい
けけ
れれ

ばば
いい
いい
でで
すす
ねね
」」

川川
田田
金金
太太
郎郎
ささ
んん（（
国国
見見
町町
））

７
つ
の
希
望
の
炎
が
１
つ
に
な
り
、

雲
仙
市
の
大
き
な
炎
と
な
り
ま
し
た

観
客
・
ス
タ
ッ
フ
全
員
分
の
お
に
ぎ
り
と
具

だ
く
さ
ん
の
豚
汁
を
愛
情
込
め
て
作
っ
て
く

だ
さ
っ
た
美
人
会
と
百
円
会
の
み
な
さ
ん

「豪華なステージじゃなくていい、
ただみんなで祝いたい」

「“雲仙市誕生”の瞬間は本当に
感動的でした。これからは雲仙
市として、新たな気持ちでまた
始めたいと思います」

稲田信忠さん
（吾妻和太鼓保存会「吾魂」）

「雲仙市としてみんな仲良く
していきましょう！これから
とても楽しみで、ワクワクし
ています」 町田岩太さん

（観桜火宴実行委員会 代表）

「祭りが大好きな私たち。こ
れからは、雲仙市をホームグ
ラウンドに、活動を広げてい
きたいです」 高山淳嗣さん
（琉球國祭り太鼓長崎支部 代表）

「雲仙市としては端っこの町
となりますが、雲仙市の端か
ら端まで、楽しいイベントで
盛り上げられたらいいなと思
います」 内田正洋さん
（くにみの日実行委員会 代表）

思
い
を
重
ね
て

●広報うんぜん
平成１７年１１月5



雲
仙
市
誕
生
！

と

わ

ひ

永
遠
に
い
い
日
密
着

時

待望の雲仙市が

１０月１１日に誕生しました

歴史的なこの「永遠にいい日」を

２４時間完全密着�
雲仙市内の人の声を

カメラ片手に追いかけました

0:00

1:30

3:00

7:00

6:00

7:15

開庁式準備のため、職員が
続々と出勤してきました

雲仙市誕生�
カウントダウンとともに、
感動の瞬間を迎えることが
できました

松浦雲仙市長職務執行
者から本庁の部長、課
長、支所長に辞令が交
付されました

おいしい豆腐はだれもが
寝静まる深夜から作って
います。雲仙市と同じ、
生まれたての豆腐です。
「住民が主人公の市に
なってほしいですね」
酒井浩二さん（酒井豆腐）

市の行政サービスが
円滑にスタートでき
るよう職員も夜を徹
して頑張ります

薄暗い空の中に、光が見え
始めました。夜明けはもう
すぐです

広報うんぜん●
平成１７年１１月6



雲仙市第１号の夫婦誕生�

8:00

7:45

9:30

雲仙市役所の開庁式が市役所
玄関前で行われました。また、
各総合支所でも８時１０分にそ
れぞれ開庁式が行われました

雲仙市愛野総合支所

雲仙市国見総合支所

雲仙市南串山総合支所

新しい看板になった
小学校の校門でパチリ。
「みんなが仲良しで、
楽しい市になってほしい！」

（雲仙市立大塚小学校）

雲仙市小浜総合支所

雲仙市千々石総合支所

雲仙市瑞穂総合支所

「えっ�第１号ですか？雲
仙市誕生の記念に今日提出
したのですが、１号になる
とは思っていませんでした。
みんなが住みよい市になる
といいですね」
徳永三成さんと奥さんの愛
さん

●広報うんぜん
平成１７年１１月7



11:0010:00

14:00

16:00

14:30

12:30

広広報報ううんんぜぜんん●●
平平成成１１７７年年１１１１月月

大きな広場とたくさんの遊具が
ある百花台公園には、平日でも
多くの子どもたちや親子連れが
遊びに来ます。
「幼児期に絵本の読み聞かせや
歌を歌ったりする場がもっと増
えるといいですね」

遊びに来ていた３人
（国見町育児サークル スイトピー）

松浦雲仙市長職務執行
者が各総合支所で雲仙
市発足のあいさつを行
いました

雲仙市の海の玄関口、有明フェ
リーでは、今日もたくさんの人
たちが行き来しています。
「今以上に地域活性化が進み、
雲仙市の観光客が増えるといい
ですね」 前田孝浩さん

（有明フェリー係船係）

観光の名所、雲仙地獄には、毎日多く
の観光客が訪れます。紅葉がきれいな
今の時期は、１年の中でも特に美しい
です。
「子どもから高齢者までみんなが住み
やすい市になってほしいです」

吉田ハスエさん
（雲仙地獄入口の駐車場管理人）

小浜町ショップモビリティ情報セ
ンターぽかぽかでは、ショッピン
グを楽しんでいただくため、希望
者にシニアカーを無料で貸し出し
ています。
「すべての人にやさしい市になっ
てほしいです」 冨永裕子さん
（小浜町ショップモビリティぽかぽか）

食材館ちぢわもんには、休日に
なると雲仙への観光客が多く立
ち寄ります。
「これからは雲仙市のものを多
く取りそろえることができるの
で、楽しみです」

宮崎節子さん
（食材館ちぢわもん）

8



と わ ひ

雲仙市誕生 永遠にいい日 時

19:30

23:59

22:00 牧場の里から見る雲仙市の夜景はとてもきれい。日中はバーベ
キューも楽しめ、今の季節にはき
れいなコスモスが咲き誇ります

（牧場の里あづま）

「合併して、多くの人がきてくれ
たらうれしいですね」

柳迫良昭さん
（みずほ温泉千年の湯）

雲仙市誕生の１日が終わるころ、
火災や急病などいざというとき
のために、夜を徹して暮らしを
支えている人がいます

（小浜消防署愛野分署）

温泉が楽しめる人々のふ
れあいの場、みずほ温泉
千年の湯は、リーズナブ
ルな料金でいろんなお湯
が楽しめます

●広報うんぜん
平成１７年１１月9



７町の長い歴史と、心豊かな人々の思いを引き継
いで誕生した雲仙市。この雲仙市誕生を目前に控え
た９月末から１０月上旬に各町で閉町式が開催されま
した。
スライドで町のあゆみを振り返ったり、その町な
らではのアトラクションが行われたりと、７町それ
ぞれの歴史や文化を織りまぜながらの閉町式となり
ました。
７町の象徴として親しみ深いキャッチフレーズと
閉町式のようすを写真で紹介します。

瑞穂町

千々石町

愛野町

愛野中学校生徒の手によって町旗が降納されました

瑞穂中学校吹奏楽部が「オクトーバー」など４曲を演奏しました

ちぢわファミリーコーラスを中心としたメンバーが
「ふるさと」など３曲を合唱しました

雲
仙
市
へ
語
り
継
げ

７
町
の
歴
史

閉
町
式

“““““““愛愛愛愛愛愛愛ににににににに包包包包包包包まままままままれれれれれれれ 野野野野野野野ににににににに集集集集集集集ううううううう 美美美美美美美しししししししくくくくくくく住住住住住住住みみみみみみみよよよよよよよいいいいいいい町町町町町町町”””””””

松浦町長による式辞

“““““““心心心心心心心のののののののふふふふふふふれれれれれれれあああああああううううううう 躍躍躍躍躍躍躍動動動動動動動すすすすすすするるるるるるる まままままままちちちちちちちづづづづづづづくくくくくくくりりりりりりり”””””””

宮�助役による開式の言葉

“““““““美美美美美美美しししししししいいいいいいい自自自自自自自然然然然然然然ににににににに調調調調調調調和和和和和和和しししししししたたたたたたた
心心心心心心心ももももももも懐懐懐懐懐懐懐ももももももも 豊豊豊豊豊豊豊かかかかかかかななななななな町町町町町町町づづづづづづづくくくくくくくりりりりりりり”””””””

知事との記念撮影

９月２４日�
愛野町公民館

９月２５日�
瑞穂町公民館
福祉センター

１０月２日�
千々石第一
小学校体育館

広報うんぜん●
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吾妻町

小浜町

南串山町

国見町

“““““““風風風風風風風ととととととと語語語語語語語りりりりりりり 緑緑緑緑緑緑緑ととととととと遊遊遊遊遊遊遊ぶぶぶぶぶぶぶ ふふふふふふふるるるるるるるさささささささととととととと吾吾吾吾吾吾吾妻妻妻妻妻妻妻”””””””

“““““““生生生生生生生活活活活活活活ののののののの豊豊豊豊豊豊豊かかかかかかかさささささささととととととと訪訪訪訪訪訪訪れれれれれれれるるるるるるる喜喜喜喜喜喜喜びびびびびびびをををををををととととととともももももももににににににに実実実実実実実感感感感感感感ででででででできききききききるるるるるるる
「「「「「「「生生生生生生生活活活活活活活・・・・・・・観観観観観観観光光光光光光光都都都都都都都市市市市市市市・・・・・・・小小小小小小小浜浜浜浜浜浜浜町町町町町町町」」」」」」」”””””””

“““““““じじじじじじじゃゃゃゃゃゃゃがががががががいいいいいいいもももももももののののののの里里里里里里里南南南南南南南串串串串串串串山山山山山山山町町町町町町町
食食食食食食食べべべべべべべたたたたたたたららららららら忘忘忘忘忘忘忘れれれれれれれぬぬぬぬぬぬぬ 日日日日日日日本本本本本本本一一一一一一一ののののののの味味味味味味味”””””””

“““““““自自自自自自自立立立立立立立しししししししたたたたたたた 心心心心心心心やややややややさささささささしししししししいいいいいいい 人人人人人人人づづづづづづづくくくくくくくりりりりりりり”””””””

１０月１日�
吾妻町

ふるさと会館

１０月２日�
マリンパーク
グラウンド

９月２５日�
ハマユリックス

ホール

１０月２日�
国見町文化会館
（まほろば）

浦川町長・伴助役による町旗降納

ボーイスカウト小浜第１団による
町旗降納

南串中学校生徒による町旗降納

町内の小中学生による意見発表

吾妻町文化協会が心をこめて
「吾妻踊り」と「吾妻盆唄」を踊りました

小浜太鼓・マリンハーモニーおばま・
OJA（小浜ジャズオールスターズ）によるコラボ演奏

松本町長が感慨深げに式辞を読み上げました

郷土芸能「鳥刺し」では、ユーモラスな踊りに
大きな拍手が送られました

●広報うんぜん
平成１７年１１月11



投投 票票 日日

平成１７年１１日２０日（日）
■告示日／１１月１３日（日）

■投票時間／午前７時～午後６時
※投票時間が短縮されています。ご注意
ください。

期日前投票

投票日に仕事や冠婚葬祭、旅行などのため投票所で投票す

ることができない人は、期日前投票所で投票することができ

ます。

◎期間／１１月１４日�～１１月１９日�
◎時間／午前８時３０分～午後８時

◎場所／住所地の本庁、各総合支所

不在者投票

投票日に病院に入院している人や老人ホームなどの施設に

入所している人、仕事などで市外に旅行・滞在している人は

不在者投票をすることができます。

問い合わせ

雲仙市選挙管理委員会（総務課総務交通班内）

�０９５７（３８）３１１１（内線２５１５）

明
日
の
雲
仙
市
に
託
す

あ
な
た
の
一
票

新
た
に
誕
生
し
た
雲
仙
市
の
初
め
て
の
市
長
、

市
議
会
議
員
を
決
め
る
選
挙
が
執
行
さ
れ
ま
す
。

よ
り
よ
い
雲
仙
市
の
実
現
の
た
め
の
大
切
な
選
挙
で
す
。

棄
権
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

「
雲
仙
市
」
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

「「
雲雲
仙仙
市市
」」
臨臨
時時
職職
員員
をを
募募
集集
しし
まま
すす

雲
仙
市
の
平
成
１７
年
度
の
一
般
事
務
の
臨
時
職
員
を
募
集
し

ま
す
。

こ
れ
は
、
雲
仙
市
の
本
庁
お
よ
び
各
総
合
支
所
の
事
務
量
や

勤
務
様
態
に
応
じ
て
、
い
つ
で
も
委
嘱
で
き
る
よ
う
あ
ら
か
じ

め
登
録
し
て
お
く
制
度
で
す
。

勤
務
条
件

①
勤
務
時
間

原
則
、
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
土
曜
・
日

曜
、
祝
日
休
み
）

②
任
用
期
間

原
則
、
２
カ
月
を
限
度

③
賃

金

時
給
６
５
０
円

④
社
会
保
険

原
則
、
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇
用
保
険

あ
り
（
た
だ
し
、
採
用
期
間
が
２
か
月
を
超

え
る
場
合
に
限
る
）

業
務
内
容

パ
ソ
コ
ン
操
作
な
ど
事
務
補
助
的
な
も
の

応
募
資
格

①
雲
仙
市
に
住
所
を
有
し
て
い
る
も
の

②
満
年
齢
１８
歳
以
上
の
も
の

③
年
間
６
カ
月
程
度
勤
務
可
能
な
も
の

申
込
方
法

「
臨
時
職
員
登
録
申
込
書
」
に
写
真
を
貼
り
、
必
要
事
項

を
自
筆
で
記
入
の
う
え
、
本
庁
人
事
課
ま
た
は
各
総
合
支
所

管
理
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
込
の
際
に
簡
単
な
面
接
お
よ
び
パ
ソ
コ
ン
の
実

技
を
行
い
ま
す
の
で
、
申
込
書
は
必
ず
本
人
が
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

申
込
書
配
布
先

本
庁
人
事
課
お
よ
び
各
総
合
支
所
管
理
課

申
込
期
間

平
成
１７
年
１１
月
１
日
�
か
ら
１１
月
１８
日
�
ま
で

そ
の
他採

用
は
、
仕
事
の
繁
忙
度
合
等
に
よ
り
各
課
等
で
臨
時
職

員
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
行
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
仕
事

量
の
関
係
で
採
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

本
庁
人
事
課
・
各
総
合
支
所
管
理
課

仙仙市市長長・・
議議会会議議員員
般般選選挙挙

雲
市
一

広報うんぜん●
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保
健
体
育
研
究
発
表
会

平
成
１６
・
１７
年
度

長
崎
県
教
育
委
員
会
研
究
指
定

国
語
科
研
究
発
表
会

平
成
１６
・
１７
年
度

国
見
町
教
育
委
員
会
研
究
指
定

道
徳
教
育
研
究
発
表
会

平
成
１６
・
１７
年
度

国
見
町
教
育
委
員
会
研
究
指
定

成 人 式成成 人人 式式
開 催 日 平成１８年１月４日� ■問い合わせ

雲仙市教育委員会（千々石総合支所）
�０９５７（３７）３１１３

・国 見 分 室 �０９５７（７８）１１００
・瑞 穂 分 室 �０９５７（７７）２１２５
・吾 妻 分 室 �０９５７（３８）３１０８
・愛 野 分 室 �０９５７（３６）０６１６
・小 浜 分 室 �０９５７（７４）２１１１
・南串山分室 �０９５７（８８）３１１１

時間・場所

※該当者（昭和６０年４月２日～６１年４月１日生まれの人）には、各教育委員会分室から案内状を送付します。

研
究
発
表
会

研

究

校

南
串
中
学
校

（
吉
田
龍
一
郎
校
長

生
徒
数

１
５
８
人
）

研
究
主
題

「
自
ら
考
え
進
ん
で
運
動
に
取
り
組
む
生
徒
の
育

成
」

日

時

１１
月
１８
日
�

午
前
１０
時
か
ら

研

究

校

八
斗
木
小
学
校

（
本
田
茂
美
校
長

児
童
数

５７
人
）

研
究
主
題

「
子
供
一
人
一
人
の
表
現
力
を
伸
ば
す
た
め
に
」

〜
国
語
科

伝
え
あ
う
力
を
高
め
る
指
導
・
支
援

の
工
夫
〜

日

時

１１
月
２５
日
�

午
後
１
時
か
ら

研

究

校

土
黒
小
学
校

（
樋
渡
秀
明
校
長

児
童
数

２
１
４
人
）

研
究
主
題

「
豊
か
な
心
を
も
ち
、
た
く

ま
し
く
生
き
ぬ
く
子
ど
も
の

育
成
を
め
ざ
し
て
」

〜
道
徳
の
時
間
を
核
と
し
た

総
合
単
元
的
な
学
習
を
と

お
し
て
〜

日

時

１１
月
１７
日
�

午
後
１
時
１５

分
か
ら

※吾妻町と小浜町（雲仙小・木指小・富津小）は終了しています。

受 付 時 間
１３：００～１３：３０
１３：４５～１４：００
１２：３０～１３：００
１３：３０～１４：００
１３：１０～１３：３０
１３：１０～１３：３０
１３：００～１３：３０

場 所
国見町農村環境改善センター
瑞穂町公民館福祉センター
愛野町公民館
千々石町保健センター
北串小学校
小浜小学校
南串山町総合保健福祉センター

実 施 日
１１月１１日�
１１月１６日�
１１月１０日�
１１月１１日�
１１月２日�
１１月１５日�
１１月８日�

区 分
国 見
瑞 穂
愛 野
千々石
小 浜
小 浜
南串山

平成１８年度小学校入学児

せらしおの断診康健時学就

場 所
国見町文化会館
瑞穂町公民館
吾妻町ふるさと会館
愛野町公民館
千々石町公民館
小浜町文化館
ハマユリックスホール

時 間
午前１０時開式
午前１０時開式
午前１１時開式
午前１０時３０分開式
午前１０時開式
午後２時開式
午後１時３０分開式

国 見 町
瑞 穂 町
吾 妻 町
愛 野 町
千々石町
小 浜 町
南串山町

●広報うんぜん
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製造事業所のみなさまへ

統計調査にご協力ください
平成１７年工業統計調査を１２月３１日現在で行います。
工業統計調査は、製造業を営むすべての事業所を対象として、その活動実態
を明らかにすることを目的として調査します。
調査結果は、国や地方公共団体の行政施策の重要な基礎資料として利用され
るとともに、企業、大学などでの研究資料、小・中・高等学校の教材など広く
利用されているところです。
調査実施に当たっては、本年１２月から来年１月にかけて調査員がお伺いしま

す。
なお、調査票に記入していただいた内容については、統計法に基づき秘密が
厳守されますので、正確なご記入をお願いします。

経済産業省
長 崎 県
雲 仙 市

人
権
擁
護
委
員
が
再
任
さ
れ
ま
し
た

人
権
擁
護
委
員
に
次
の
人
が
再
任
さ
れ
ま
し

た
。

■
水
元
啓
二
郎
さ
ん
（
雲
仙
市
瑞
穂
町
伊
福

乙
１
０
０
０－

３
）

■
吉
田
豊
彦
さ
ん
（
雲
仙
市
瑞
穂
町
西
郷

辛
３
３
６－

２
）

第
８
回
島
原
・
雲
仙
学
生
駅
伝

第
８
回
島
原
雲
仙
学
生
駅
伝
が
、
次
の
と
お

り
行
わ
れ
ま
す
。

選
手
の
通
過
時
間
に
は
交
通
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
期
日

１２
月
３
日
�

■
ス
タ
ー
ト
時
刻
／
場
所

午
前
８
時
３０
分
／
島
原
文
化
会
館

■
市
内
の
中
継
所

・
ハ
マ
ユ
リ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル
（
南
串
山
）

通
過
予
定
時
刻

午
前
１１
時
２
分

・
小
浜
埋
立
地

通
過
予
想
時
間

午
後
１１
時
２４
分

・
島
鉄
バ
ス
営
業
所
前

通
過
予
想
時
間

午
後
０
時
３９
分

「
日
本
地
熱
学
会
」

平
成
１７
年雲雲

仙仙
大大
会会

日
本
地
熱
学
会
は
、
熱
利
用
の
た
め
の
地
熱
資
源
の
探
査
や
そ

の
利
用
法
に
つ
い
て
、
学
術
講
演
会
や
学
会
誌
な
ど
を
通
し
て
議

論
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
１１
月
１８
日
か
ら
２０
日
ま
で
の
３
日
間
、
雲
仙
市
で
学
術

講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
も
参
加
で
き
る
特

別
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
会
場

ウ
ェ
ル
ハ
ー
ト
ピ
ア
雲
仙
小
浜

■
オ
ー
ガ
ナ
イ
ズ
ド
セ
ッ
シ
ョ
ン

（
一
般
の
市
民
も
参
加
で
き
る
会
議
で
す
）

１.

「
温
泉
の
多
目
的
利
用
」

セ
ッ
シ
ョ
ン
提
案
者

由
佐
悠
紀
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

◎
日
時

１１
月
１９
日
�

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

◎
趣
旨
説
明
…
由
佐
悠
紀
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）
／
地
熱
と
温

泉
…
野
田
徹
郎
（
産
業
技
術
総
合
研
究
所
）
／
さ
ま
ざ
ま
な
温

泉
利
用
…
三
村
利
光
（
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
地
熱
本
部
）
／
温

泉
医
療
…
前
田
真
治
（
国
際
医
療
福
祉
大
学
大
学
院
）
／
小
浜

温
泉
で
の
温
泉
利
用
の
現
状
と
将
来
…
今
崎
正
敏
（
雲
仙
市
総

務
部
）
ほ
か

２.

「
島
原
半
島
の
火
山
・
地
熱
・
温
泉
」

江
原
幸
雄
（
九
州
大
学
大
学
院
工
学
研
究
院
）

◎
日
時

１１
月
２０
日
�

午
後
２
時
１５
分
〜
午
後
４
時
１５
分

◎
趣
旨
説
明
…
江
原
幸
雄
（
九
州
大
学
大
学
院
工
学
研
究
院
）
／

島
原
半
島
の
地
学
と
温
泉
生
成
モ
デ
ル
…
太
田
一
也
（
九
州
大

学
名
誉
教
授
）
／
島
原
半
島
の
地
質
と
岩
石
…
杉
本

健
（
京

都
大
学
大
学
院
地
球
熱
学
研
究
施
設
）
／
ほ
か

■
問
い
合
わ
せ

雲
仙
市
企
画
課
企
画
政
策
班

�
０
９
５
７
（
３
８
）
３
１
１
１
（
内
線
２
４
４
７
）
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総

務

部

部

長

今
崎

正
敏

総

務

課

課

長

永
木

徳
敏

秘

書

班

係

長

松
田

究

主

事

堀

か
す
み

主

事

杉
野
加
奈
子

総
務
交
通
班

課
長
補
佐

村
山

岩
穂

参
事
補
兼
係
長

冨
永

修
一

係

長

尾
上

美
徳

主

査

草
野

三
省

主

事

堀
田

宏
樹

行

政

班

課
長
補
佐

太
田

信
裕

課
長
補
佐

関

剛

係

長

牛
嶋

幸
也

主

事

前
田

祥
平

人

事

課

課

長

本
多

周
太

人
事
給
与
班

係

長

尾
�

輝
孝

係

長

酒
井

義
幸

係

長

稲
本

建
治

主

査

吉
田

哲
也

主

査

増
田

孝
宏

情
報
電
算
課

課

長

宅
島

良
則

情
報
電
算
班

参
事
補
兼
係
長

関

雄
介

主

査

荒
木

芳
展

主

事

坂
本

亮

主

事

河
内

邦
仁

企
画
財
政
部

部

長

塩
田

貞
祐

企

画

課

課

長

重
野

淳

企
画
政
策
班

課
長
補
佐

岸
川

孝

係

長

本
多

正
剛

主

査

松
下

隆

主

事

村
上

輝
晃

主

事

吉
田

貴
紀

広
報
統
計
班

係

長

小
川

孝
子

主

査

寺
田

武
弘

主

事

吉
田

ま
ゆ

主

事

城
戸

祐
司

主
事
補

松
永

奈
緒

合

併

班

課
長
補
佐

宮
本

三
平

参
事
補

本
村

礼
介

財

政

課

課

長

荒
木

強

財

政

班

参

事

畑
中

隆
久

参
事
補
兼
係
長

広
瀬

章
文

主

査

三
宅

隆
浩

主

査

田
中

一
也

主

事

藤
田

義
文

主

事

境
川

公
彦

管

財

課

参
事
監
兼
課
長

吉
田

秀
信

契
約
管
財
班

課
長
補
佐

川
野

浩
三

参
事
補
兼
係
長

坂
本

英
知

参
事
補
兼
係
長

東

裕
実

主

事

山
口

定
征

主

事

中
村

勝
也

主

事

奥
野

志
朗

税

務

課

参
事
監
兼
課
長

本
田

正
好

管
理
納
税
班

参
事
監

木
村

一
徳

課
長
補
佐

原
田

恒
康

主

事

山
下

梨
沙

市
民
国
保
税
班

参

事

山
下

義
則

課
長
補
佐

島
田

克
子

参
事
補
兼
係
長

松
永

弘

係

長

永
田

正
浩

主

査

田
中
愛
津
生

主

事

松
田

康
弘

主

事

福
田

祐
二

主

事

寺
田

博
文

主
事
補

松
田

祐
哉

固
定
資
産
税
班

課
長
補
佐

中
尾

吉
広

参
事
補
兼
係
長

長
谷
川

進

係

長

清
水

友
秀

係

長

奥
野

隆

主

査

林
田

真
明

主

事

岩
下

真
也

主

事

前
田

達
郎

市
民
生
活
部

部

長

吉
田

博
幸

市

民

課

参
事
監
兼
課
長

廣
田

義
雄

総

務

班

参

事

田
浦

仁

参

事

大
園

和
典

主

事

川
井

一
幸

戸

籍

班

参

事

林
田

鈴
子

係

長

高
原

義
信

主

事

田
中

文
女

主
事
補

篠
田

純
市

保
険
年
金
課

課

長

中
村
美
恵
子

国
保
年
金
班

課
長
補
佐

金
澤

和
則

課
長
補
佐

宮
崎

隆
宗

主

事

吉
原

亘

主

事

林
田

貴
光

主

事

原
田

昭
紀

老
人
医
療
班

課
長
補
佐

松
尾

一
敏

主

査

佐
々
木
み
ど
り

主

査

村
上

宏
江

環
境
政
策
課

課

長

山
井

繁
徳

兼
国
見
食
肉
セ
ン
タ
ー
所
長

環

境

班

参
事
補
兼
係
長

馬
場

浩
介

係

長

秋
山

常
芳

係

長

吉
田

龍

主

事

東

直
樹

国
見
食
肉
セ
ン
タ
ー

用
務
員

林
田

和
敏

小
浜
清
掃
セ
ン
タ
ー

参
事
補

酒
井

康
宏

雇

員

益
田

康
夫

雇

員

岩
永

政
吉

小
浜
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

所

長

臼
井

巧

兼
丸
尾
斎
場

雇

員

松
浦

基
寛

参
事
補
兼
係
長

宅
島

修

参
事
補

増
富

浩
彦

主

査

奥
野

宏
道

主

査

吉
田

学

主

査

宅
島

正
士

産
業
経
済
部

部

長

柿
川

忠
男

産
業
企
画
課

参
事
監
兼
課
長

酒
井

忠
信

企
画
調
整
班

課
長
補
佐

宮
田

勉

係

長

堀
田

一
樹

主

査

芦
塚

清
隆

主

事

柴
田

英
知

農
林
水
産
課

課

長

東

信
一
郎

農

業

班

参
事
監

林
田

政
利

係

長

江
口

秀
司

事
雲仙市発足に伴う人事異動が１０月１１日付
けで発令されましたのでお知らせします。

人
本

庁
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係

長

久
保
田
幸
男

主

事

宮
本

忠
房

畜

産

班

参

事

荒
木

敏
信

主

査

岩
本

忠
彦

林
務
水
産
班

課
長
補
佐

小
島

秀
勝

参
事
補
兼
係
長

稲
本

克
彦

参
事
補
兼
係
長

松
山

修
三

農
漁
村
整
備
課

参
事
監
兼
課
長

酒
井

利
和

整
備
維
持
班

参

事

松
尾
十
七
治

課
長
補
佐

秋
山

勝
也

参
事
補
兼
係
長

宅
島

大
介

係

長

菅

康
郎

係

長

高
木

芳
弘

主

事

井
上

真

用

地

班

課
長
補
佐

野
口

芳
夫

主

査

田
口

文
武

商
工
振
興
課

課

長

小
川

龍
二

商
工
振
興
班

参
事
補
兼
係
長

吉
原

和
明

主

事

三
宅

勝
也

観

光

課

課

長

緒
方

和
人

観

光

班

課
長
補
佐

津
田

英
伯

主

事

藤
井

理
香

望

洋

荘

徳
永

豊
二

本
多
貴
美
恵

田
所

一
光

井
出
上

清

光
永

喜
義

飛
永

重
行

大
島

勝
則

川
野

明
子

関

美
佐
子

川
上
由
美
子

土

木

部

部

長

松
田

敏
夫

土
木
政
策
課

課

長

菅

良
一

土
木
政
策
班

参

事

一
山

和
夫

参
事
補
兼
係
長

上
田

泰
秀

主

事

和
田

香
恵

用
地
対
策
班

課
長
補
佐

草
野

三
成

参
事
補
兼
係
長

松
本

勝
盛

参
事
補
兼
係
長

草
野
美
津
子

主

事

金
子

康
彦

主
事
補

井
上

明
寛

主
事
補

小
川
賢
一
郎

都
市
計
画
班

課
長
補
佐

清
水

清
文

課
長
補
佐

松
本

幸
雄

主

事

田
原

洋
輝

道
路
河
川
課

課

長

池
田

兼
三

管

理

班

参
事
補
兼
係
長

堀
尾

久
和

主

事

植
木

泰
臣

道

路

班

課
長
補
佐

野
口

孔
明

課
長
補
佐

山
下

金
光

係

長

木
本

昌
平

主

査

冨
永

隆

主

事

坂
田

徹

主

事

細
田

剛

技

師

吉
尾

将
悟

主
事
補

平
田

拓
也

河
川
砂
防
班

参
事
補
兼
係
長

村
里

靖
彦

主

査

林
田

幸
一

主

事

白
山

貴
幸

建

築

課

参
事
監
兼
課
長

馬
場

一
英

建
築
指
導
班

参

事

城
戸

一
郎

主

査

江
川

康
子

主

査

草
野

秀
博

主

事

石
橋

勝
也

水

道

課

参
事
監
兼
課
長

島
田

英
俊

管

理

班

課
長
補
佐

田
中

清
敬

課
長
補
佐

池
田

信
介

係

長

高
木

謙
次

主

事

田
中

将
吾

主

事

宗
塚

康
之

主

事

出
口

丈
晴

主

事

佐
藤

都
子

主
事
補

冨
永

康
史

給

水

班

参
事
補
兼
係
長

岡
田

政
光

主

査

川
崎

智
雪

主

査

冨
永

幸
一

主

事

立
山

隆
之

主

事

木
下

竜
馬

主

事

永
田
圭
史
郎

施

設

係

雇

員

中
村

和
則

雇

員

田
中

睦

雇

員

川
上

薫

雇

員

堀
川

成
喜

下
水
道
課

参
事
監
兼
課
長

庄
崎

信
生

管

理

班

課
長
補
佐

松
本

洋
一

参
事
補
兼
係
長

田
中

秀
穂

係

長

荒
木

正

主

事

宮
�

幸
平

工

務

班

参

事

角
田

稔

係

長

岩
永

英
二

参
事
補
兼
係
長

本
田

孝
博

主

事

大
石

眞
伸

主

事

本
岡

勇
樹

主

事

川
原

信
二

会

計

課

課

長

溝
内

正
人

収

入

班

参
事
補
兼
係
長

藤
田

年
文

主

査

松
石

亮

支

出

班

参
事
補
兼
係
長

湊

敦
子

主

事

佐
々
木
美
恵

議
会
事
務
局

局

長

境
川

秀
生

総

務

班

参

事

吉
川

俊
弘

議

事

班

参
事
補
兼
係
長

久
本

愛
子

主

査

本
田

理
恵

主

事

松
尾

泰
浩

監
査
事
務
局
局
長（
兼
）

境
川

秀
生

監
査
事
務
局
監
査
班

参

事

大
山

真
一

※
議
会
事
務
局
は
内
示
と
な
り
ま
す
。

農
業
委
員
会
事
務
局

局

長

松
本

孝
也

総

務

班

参

事

吉
田

文
博

農

地

班

参

事

佐
藤

義
隆

主

事

高
橋

文
子

農

政

班

参
事
補
兼
係
長

金
子

京
子

主

事

横
田

俊
介

島
原
広
域
圏
派
遣

係

長

園
田

明
美

広報うんぜん●
平成１７年１１月16



国見総合支所

瑞穂総合支所

参
事
補
兼
係
長

伊
藤

彰
悟

主

事

野
口

祐
一

主

事

佐
藤

太

主

事

椿
山

一
生

主

事

柿
川

智
美

主
事
補

冨
永

英
志

県
央
県
南
環
境
組

課
長
補
佐

山
本

修

合
派
遣

主

事

小
笹

裕
之

主
事
補

石
丸

裕
憲

吾
妻
庁
舎

市
民
福
祉
班

主

査

向
嶋

直
子

主
事
補

川
原

博
年

保
健
師

松
田
恵
利
子

教
育
委
員
会
分
室

教
育
振
興
班

参
事
補
兼
係
長

佐
々
木
よ
し
子

主

査

加
藤

賢
悟

国
見
総
合
支
所

支
所
長

市
田

俊
博

管

理

課

課

長

川
鍋

嘉
則

総
務
税
務
班

参
事
補
兼
係
長

酒
井

義
徳

主

事

内
田

利
広

主

事

徳
永

幸
生

主

事

松
本

智
穂

係

長

荒
木

高
志

主

事

川
原

功
一

主

事

村
木
幸
太
郎

主

事

井
上

法
子

市
民
生
活
課

課

長

中
川

茂
成

市
民
生
活
班

参
事
補
兼
係
長

柴
崎

瑞
恵

主

査

広
瀬

隆
子

主

事

石
田

勝
幸

主

事

森
田

絢

主

事

吉
原

昌
弘

主

事

寺
田

勝
也

健
康
福
祉
班

参
事
補
兼
係
長

山
口
久
美
子

主

査

釣
川
真
由
美

主

査

柴
崎
由
美
子

主

事

川
島

敬
彰

参
事
補

深
堀

文
江

産
業
建
設
課

課

長

坂
本

一
弘

産
業
振
興
班

課
長
補
佐

吉
崎

誠

（
農
業
委
員
会
分
室
）
主

査

吉
田

茂

主

事

渡
辺
ゆ
か
り

主

事

岩

博
文

係

長

釣
川

和
義

主

事

鯨
津

一
哉

主

事

勝
矢

裕
信

建

設

班

参
事
補
兼
係
長

本
田

和
久

（
上
下
水
道
）

主

査

黒
田

敏
郎

主

事

宮
本

大
輔

主

事

横
田

博
文

主

事

村
里

英
洋

教
育
委
員
会
国
見
分
室

教
育
振
興
班

係

長

鯨
津

善
仁

主

事

宮
原

祐
二

主

事

松
本

勝
也

主

事

酒
井

珠
美

学
校
用
務
員

用
務
員

平

美
恵
子

土
黒
保
育
所

課
長
補
佐
兼
保
育
所
長

横
田

英
子

係

長

宮
嶋

美
紀

参
事
補

江
副

真
理

参
事
補

吉
永

直
美

参
事
補

吉
岡

孝
子

参
事
補

竹
田
久
美
子

主

査

田
原

朋
子

調
理
員
兼
用
務
員

井
川

智
子

調
理
員
兼
用
務
員

前
田

文
子

瑞
穂
総
合
支
所

支
所
長

山
口

照
男

管

理

課

課

長

力
野

和
久

総
務
税
務
班

参
事
監

宮
�

拓
三

参
事
補
兼
係
長

横
田

弘
範

主

事

西
田

公
章

主

事

川
井

綾

係

長

長
田

幸
男

主

事

鈴
木

慶

主
事
補

八
ツ
尾
香
奈
子

市
民
生
活
課

課

長

西
尾

静
志

市
民
生
活
班

参
事
補
兼
係
長

中
村

和
子

主

事

林
田

貴
子

主

事

永
田

憲
司

健
康
福
祉
班

参
事
補
兼
係
長

吉
川

久
美

係

長

前
田

孝
章

主

事

中
峯

崇

産
業
建
設
課

課

長

小
田

雅
男

産
業
振
興
班

係

長

久
保
田
利
之

主

査

斉
藤

誠

主

事

平
田

真
梨

建

設

班

係

長

竹
田

義
則

（
上
下
水
道
）

主

事

峰
添

恒
彦

主

事

前
田

篤
志

教
育
委
員
会
瑞
穂
分
室

教
育
振
興
班

係

長

内
田

啓
輔

主

事

梶
山

秀
信

事
人
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健康福祉部（福祉事務所）
愛野総合支所

教育委員会
千々石総合支所

健
康
福
祉
部

部

長

中
山

敏

福

祉

課

参
事
監
兼
課
長

井
上

洋
一

市
民
福
祉
班

参

事

濱
田

文
晃

参
事
補
兼
係
長

松
山

安
則

係

長

朝
永

英
二

係

長

中
村

美
香

主
事
補

室
田

裕
久

障
害
福
祉
班

参
事
補
兼
係
長

寺
島

京
子

主

査

長
井

純
也

主

事

稲
本
千
亜
紀

主
事
補

馬
場

誠
二

児
童
家
庭
班

参
事
補
兼
係
長

宮
本

幸
子

参
事
補
兼
係
長

坂
本

玲
子

係

長

大
津

善
信

主

事

鵜
殿

光
輝

主

事

原
田

誠
二

高
齢
者
福
祉
班

課
長
補
佐

高
嶺

法
光

参
事
補
兼
係
長

草
野
由
可
志

主

査

金
澤

武
夫

主

事

前
田

雅
広

保

護

課

課

長

福
島

悟

保

護

班

参

事

馬
込

義
弘

課
長
補
佐

江
副
俊
一
郎

主

事

卜
部

直
樹

主

事

芦
塚

晃

主

事

藤
村
加
奈
子

主

事

高
石

光
範

健
康
づ
く
り
課

課

長

田
中

勝
則

健
康
づ
く
り
班

課
長
補
佐

松
島

良
美

参
事
補
兼
係
長

宮
川
チ
エ
子

参
事
補
兼
係
長

小
松

仁

参
事
補
兼
係
長

山
岸

え
み

主

査

永
田

知
子

保
健
師

松
下

壱
佐

保
健
師

松
尾

淑

保
健
師

前
田

美
香

主

事

福
島

一
貴

保
健
師

江
嶌

亜
紀

愛
野
総
合
支
所

支
所
長

山
口

政
彦

管

理

課

参
事
監
兼
課
長

朝
永

秀
人

総
務
税
務
班

参
事
補
兼
係
長

内
田

好
子

参
事
補
兼
係
長

田
口
登
喜
子

係

長

田
中

卓
郎

係

長

中
尾

幸
治

主

事

松
田

陽
子

主

事

木
村

新
悟

市
民
生
活
課

参
事
監
兼
課
長

北
平

正
美

市
民
生
活
班

課
長
補
佐

永
野

弘

参
事
補
兼
係
長

大
石
セ
ツ
ヨ

参
事
補
兼
係
長

嶋
田
ツ
ギ
子

主

事

三
浦

邦
宏

産
業
建
設
課

参
事
監
兼
課
長

近
藤

弘

産
業
振
興
班

係

長

谷
川

裕
行

（
農
業
委
員
会
分
室
）
主

事

松
尾

裕
樹

建

設

班

主

査

林
田

義
幸

（
上
下
水
道
）

主

事

永
野

義
勝

主

事

岩
岡

純

主
事
補

山
口

将
武

教
育
委
員
会
愛
野
分
室

教
育
振
興
班

主

事

田
中

義
雄

主

事

林
田

慎
也

教
育
委
員
会

教
育
次
長

辻

政
実

総

務

課

課

長

和
田

実

総

務

班

参
事
補
兼
係
長

桑
田

博
文

主

事

本
岡

美
香

企
画
調
整
班

係

長

松
橋

秀
明

係

長

高
原

務

学
校
教
育
課

課

長

山
野

義
一

学

事

班

課
長
補
佐

大
石

康
英

参
事
補
兼
係
長

渡
部

義
孝

教
育
指
導
班

指
導
主
事

本
田

茂
幸

指
導
主
事

芝
田

明
彦

指
導
主
事

下
田

和
章

主

事

近
藤

真
生

千
々
石
幼
稚
園

参
事
補
兼
係
長

渡
邊

博
子

生
涯
学
習
課

課

長

岩
永

判
二

生
涯
学
習
班

参
事
補
兼
係
長

鈴
木

晴
代

主

査

宮
崎

博
久

主

査

中
島
泰
二
郎

主
事
補

吉
田

奈
央

文
化
財
班

係

長

柴
崎

孝
光

主

査

辻
田

直
人

主

査

江
崎

亮
太

主

事

徳
永

真
幸

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

参
事
監
兼
課
長

吉
田

正
昭

ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

課
長
補
佐

彌
富

秀
寛

主

事

竹
下

浩

主

事

相
川

貴
志

遊
学
の
館

課
長
補
佐

菊
田

忠
典

学
校
保
健
体
育
班

指
導
主
事

中
村

一
也

主

事

加
藤

伸
介

給
食
セ
ン
タ
ー

参
事
兼
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

野
田

雅
昭

係

長

松
尾

良
次

雇

員

金
田

勝

千
々
石
総
合
支
所

支
所
長

中
村

一
徳

管

理

課

課

長

林
田

英
明

総
務
税
務
班

課
長
補
佐

城
井

仁

参
事
補
兼
係
長

鎌
田
マ
サ
エ

参
事
補
兼
係
長

林
田

泰
郎

主

事

草
野

智
子

主

事

田
中

大
智

主

事

永
田

信
也

市
民
生
活
課

課

長

山
本

松
一

市
民
生
活
班

参
事
補
兼
係
長

宮
本
か
す
み

参
事
補
兼
係
長

久
世

篤
志

参
事
補
兼
係
長

山
中
眞
寿
美

主
事
補

黒
田

大

健
康
福
祉
班

参
事
補
兼
係
長

芦
塚
佐
千
子

係

長

田
中

弘

主

査

城
臺

真
紀

産
業
建
設
課

課

長

木
戸

庁
一

産
業
振
興
班

課
長
補
佐

山
本

一
也

（
農
業
委
員
会
分
室
）
主

事

町
田

修
一

主

査

鳥
辺

伸
一

主
事
補

町
田

義
博

建

設

班

係

長

北
川

貴
房

（
上
下
水
道
）

主

査

古
賀

正
興

主
事
補

林
田

正
久
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小浜総合支所

南串山総合支所

小
浜
総
合
支
所

支
所
長

中
村

二
生

管

理

課

課

長

宅
島

辰
明

総
務
税
務
班

参

事

木
村

俊
康

参
事
補
兼
係
長

松
尾

純
伯

主

事

森
田

貴
裕

主

事

森

知
洋

参
事
補
兼
係
長

岩
永
都
奈
子

（
雲
仙
出
張
所
）

主

査

林
田

隆
俊

参

事

宮
田

修
一

課
長
補
佐

田
中

絹
子

主

査

松
永

正
月

主

事

松
島

貴
昭

市
民
生
活
課

課

長

野
口

龍
吾

市
民
生
活
班

課
長
補
佐

吉
田

優
生

課
長
補
佐

関

隆
夫

参
事
補
兼
係
長

渡
部

悦
子

参
事
補
兼
係
長

関

貴
夫

課
長
補
佐

石
橋

寛

参
事
補
兼
係
長

木
原

文
雄

健
康
福
祉
班

参

事

平
田

修

参
事
補
兼
係
長

田
中

幸
則

主

事

円
口

留
美

参
事
補
兼
係
長

冨
永
美
也
子

主

査

井
上

真
紀

産
業
建
設
課

課

長

田
中

省
三

産
業
振
興
班

課
長
補
佐

町
田

実

（
農
業
委
員
会
分
室
）
主

査

中
田

博
喜

参
事
補
兼
係
長

中
村

千
秋

参
事
補
兼
係
長

平
田

君
香

参
事
補
兼
係
長

杉

直
子

主

査

田
中

祐
子

主

査

荒
木

雅
美

建
設
地
籍
班

参

事

藤
田

義
則

（
管
理
土
木
）

参
事
補
兼
係
長

井
手
上

元

主

査

川
原

隆
宏

（
地
籍
）

課
長
補
佐

田
中

敬
之

主

査

山
本

一
彦

主

事

田
中

修

（
上
下
水
道
）

参
事
補
兼
係
長

関

精
一

主

査

大
場

利
信

教
育
委
員
会
小
浜
分
室

教
育
振
興
班

課
長
補
佐

進
藤

和
明

参
事
補
兼
係
長

松
田

幸
紀

主

事

吉
原

久
司

学
校
用
務
員

用
務
員

宮
崎

朗
彦

用
務
員

本
多

利
光

用
務
員

関

君
子

用
務
員

佐
藤

基
子

南
串
山
総
合
支
所

支
所
長

井
上

由
文

管

理

課

参
事
監
兼
課
長

菅

勇
二

総
務
税
務
班

参
事
補
兼
係
長

和
田
カ
ツ
ヨ

参
事
補
兼
係
長

宮
木

明

主

事

三
宅

正
明

参
事
補
兼
係
長

冨
永

公
明

主

事

松
竹

大
輔

市
民
生
活
課

課

長

村
上

謙
郎

市
民
生
活
班

参
事
補
兼
係
長

吉
田

由
美

参
事
補
兼
係
長

福
田

昭
雄

主

事

酒
井

伸
也

健
康
福
祉
班

参
事
補
兼
係
長

茂

和
子

主

事

冨
永

美
紀

保
健
師

井
上

智
子

産
業
建
設
課

参
事
監
兼
課
長

富
永

篤

産
業
振
興
班

参

事

森
下

一
富

（
農
業
委
員
会
分
室
）
参
事
補
兼
係
長

久
米

重
治

主

事

大
石

美
里

建

設

班

参
事
補
兼
係
長

吉
田

辰
一

（
上
下
水
道
）

主

査

内
田

正
和

主

査

松
竹

隆
範

教
育
委
員
会
南
串
山
分
室

教
育
振
興
班

参
事
補
兼
係
長

金
子

悦
治

主

査

豊
田

千
穂

事
人

●広報うんぜん
平成１７年１１月19



長
崎
県
職
員（
獣
医
師
）

採
用
試
験

問
い
合
わ
せ

「
は
が
き
歌
」

全
国
コ
ン
テ
ス
ト

問
い
合
わ
せ

自
治
医
科
大
学

（
医
学
部
）

入
学
者
募
集

問
い
合
わ
せ

平
成
新
山
フ
ィ
ー
ル
ド

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
地
震
・

火
山
セ
ミ
ナ
ー

参
加
者
募
集

問
い
合
わ
せ

国
立
口
之
津
海
上
技
術

学
校
生
徒
募
集

問
い
合
わ
せ

募
集
職
種

獣
医
師

採
用
人
数

約
６
人

受
験
資
格

昭
和
４５
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
獣
医
師
の

免
許
を
有
す
る
人
ま
た
は
１８
年
３

月
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人

募
集
期
限

１１
月
１０
日
�

試
験
日
時

１１
月
１９
日
�

午
前

９
時
３０
分
〜

試
験
場
所

県
庁
第
２
別
館
３
Ｆ

会
議
室

長
崎
県
県
民
生
活
環
境
部
県
民
生

活
課

�
０
９
５
（
８
２
４
）
３
６
２
１

内
容

だ
れ
か
に
思
い
を
伝
え
る

も
の（
ラ
ブ
レ
タ
ー
・
お
礼
な
ど
）

形
式

短
歌
形
式
の
便
り
（
３１
文

字
に
限
り
ま
せ
ん
）

募
集
期
限

１１
月
３０
日
�

松
山
市
立
子
規
記
念
博
物
館
内

「
は
が
き
歌
」全
国
コ
ン
テ
ス
ト
係

�
０
８
９
（
９
３
１
）
５
５
６
６

離
島
へ
き
地
の
医
師
確
保
対
策

の
一
つ
と
し
て
、
自
治
医
科
大
学

で
医
師
の
養
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

受
験
資
格

高
等
学
校
も
し
く
は

中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
人
お

よ
び
平
成
１８
年
３
月
卒
業
見
込
み

の
人
、
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以
上

の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人

募
集
人
数

１
０
０
人

長
崎
県
福
祉
保
健
部
医
療
政
策
課

�
０
９
５
（
８
２
２
）
４
６
７
６

防
災
意
識
の
高
揚
と
火
山
と
共

生
し
て
い
く
た
め
の
知
識
を
得
る

こ
と
を
目
的
に
、
講
師
を
お
迎
え

し
て
、地
震
・
火
山
セ
ミ
ナ
ー「
平

成
噴
火
か
ら
１５
年
」
を
開
催
し
ま

す
。

日
時

１１
月
１７
日
�

午
後
７
時

〜
９
時

場
所

雲
仙
岳
災
害
記
念
館

対
象
者

一
般

定
員

１
０
０
人
程
度

申
込
期
限

１１
月
１０
日
�

雲
仙
岳
災
害
記
念
館

�
０
９
５
７
（
６
５
）
５
５
５
５

受
験
資
格

中
学
校
卒
業
以
上

（
１８
年
３
月
卒
業
見
込
み
含
む
）

募
集
人
数

３０
人

推
薦
入
学

▼
受
付
期
間

１
月

６
日
〜
１９
日

▼
試
験
日

１
月

２３
日
�

一
般
入
学

▼
受
付
期
間

１
月

６
日
〜
２
月
７
日

▼
試
験
日

２
月
１２
日
�

国
立
口
之
津
海
上
技
術
学
校
教
務

課�
０
９
５
７
（
８
６
）
２
１
５
１

お問い合わせはこちら

雲 仙 市 役 所 �０９５７（３８）３１１１

国見総合支所 �０９５７（７８）２１１１

瑞穂総合支所 �０９５７（７７）２１１１

愛野総合支所 �０９５７（３６）２１１１

千々石総合支所 �０９５７（３７）２００１

小浜総合支所 �０９５７（７４）２１１１

南串山総合支所 �０９５７（８８）３１１１

雲仙出張所 �０９５７（７３）３４４５

雲仙市教育委員会 �０９５７（３７）３１１３

国 見 分 室 �０９５７（７８）１１００

瑞 穂 分 室 �０９５７（７７）２１２５

吾 妻 分 室 �０９５７（３８）３１０８

愛 野 分 室 �０９５７（３６）０６１６

小 浜 分 室 �０９５７（７４）２１１１

南串山分室 �０９５７（８８）３１１４

農 業 委 員 会 �０９５７（３８）３１１１

選挙管理委員会 �０９５７（３８）３１１１

監 査 事 務 局 �０９５７（３８）３１１１

福 祉 事 務 所 �０９５７（３６）２５００

095（826）5511
無症候性脳梗塞

頸椎後縦靱帯骨化症

インフルエンザワクチンの効果と副反応

嚥下障害

神経を抜いた歯なのに痛くなるのはなぜ？

セックスがつらい

月
火
水
木
金
土・日

情
報

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
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情報ステーション�

雇
用
改
善
で
建
設
の

未
来
を
築
こ
う

問
い
合
わ
せ

長
崎
県
最
低
賃
金

時
間
額
６
０
８
円
で
す

問
い
合
わ
せ

奨
学
金
の
返
還
は

お
早
め
に

問
い
合
わ
せ

労
災
保
険
制
度
の

ご
相
談

問
い
合
わ
せ

第
６
回
な
が
さ
き
人
権

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

問
い
合
わ
せ

雲
仙
市
誕
生
記
念

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

問
い
合
わ
せ

おおめめででととうう！！
愛愛のの町町農農友友会会がが
最最優優秀秀賞賞をを受受賞賞
平成１７年度九州地区青年農業者会議のプロジェクト

発表が９月１５・１６日に熊本県で開催されました。そこ

で、愛の町農友会が長崎県代表として発表を行い、み

ごと最優秀賞（九州農政局長賞）を受賞しました。

愛の町農友会は「ばれいしょ栽培における緑肥作物

の品種比較検討」と題して、全員が丸一年かけて研究

してきた成果を会長の山口忠輔さんが発表。内容は、

春作ばれいしょと秋作ばれいしょの間に緑肥を栽培す

ることで、除草の不要や降雨による土壌流亡の防止な

どでした。

今回の受賞で、

愛の町農友会は来

年８月に山形県で

開催される全国大

会に、九州地区代

表として参加する

ことになりました。

全国大会での活躍

をお祈りします。

１１
月
は
「
建
設
雇
用
改
善
推
進

月
間
」
で
す
。
建
設
業
の
雇
用
改

善
に
つ
い
て
、
建
設
事
業
主
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
者
の
理
解
と
関

心
を
深
め
、
雇
用
改
善
の
一
層
の

推
進
を
図
る
た
め
、
各
種
行
事
を

行
い
ま
す
。
県
民
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

建
設
雇
用
改
善
推
進
大
会

日
時

１１
月
２９
日
�

午
後
１
時

３０
分
〜
４
時

場
所

ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ
長
崎

内
容

建
設
雇
用
改
善
優
良
事
業

所
表
彰
、
記
念
講
演
な
ど

長
崎
労
働
局
職
業
安
定
部
職
業
対

策
課

�
０
９
５
（
８
１
３
）
１
９
３
１

こ
の
最
低
賃
金
は
、
県
内
の
す

べ
て
の
労
働
者
お
よ
び
そ
の
使
用

者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

産
業
別
最
低
賃
金
が
優
先
し
て
適

用
さ
れ
る
業
者
も
あ
り
ま
す
。

長
崎
労
働
局
賃
金
室

�
０
９
５
（
８
４
６
）
６
３
４
８

長
崎
県
育
英
会
は
、
市
町
村
・

民
間
有
志
・
県
が
一
体
と
な
っ
て

設
立
し
毎
年
多
く
の
学
生
・
生
徒

に
奨
学
金
の
貸
与
を
行
っ
て
い
ま

す
。
あ
な
た
の
返
還
金
が
、
後
輩

の
新
た
な
奨
学
金
と
な
り
ま
す
の

で
、
貸
与
を
受
け
て
い
た
人
は
、

納
入
期
限
を
守
り
、
早
め
に
納
付

し
ま
し
ょ
う
。

�
長
崎
県
育
英
会

�
０
９
５
（
８
２
４
）
７
５
０
１

労
災
保
険
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、

厚
生
労
働
省
の
委
託
を
受
け
て
労

災
保
険
制
度
全
般
の
相
談
を
お
受

け
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�
労
災
保
険
情
報
セ
ン
タ
ー
長
崎

事
務
所

�
０
１
２
０
（
８
４
８
）
８
４
７

�
０
９
５
（
８
４
５
）
７
８
３
５

日
時

１２
月
４
日
�

午
前
１０
時

〜
午
後
４
時
３０
分

会
場

島
原
復
興
ア
リ
ー
ナ

内
容

ガ
ッ
ツ
石
松
氏
を
講
師
に

迎
え
て
の
講
演
会
や
人
権
標
語
コ

ン
ク
ー
ル
表
彰
式
な
ど

長
崎
県
人
権
・
同
和
対
策
課
調
整

班�
０
９
５
（
８
２
４
）
１
１
１
１

１０
月
１１
日
待
望
の
雲
仙
市
誕
生

を
記
念
し
て
、
市
民
を
対
象
に
特

別
料
金
に
て
ご
招
待
し
ま
す
。

期
間

１２
月
３１
日
�
ま
で

対
象

雲
仙
市
民

料
金

特
別
料
金
３
０
０
円

※
雲
仙
市
民
で
あ
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
免
許
証
や
健
康
保
険
証
を

持
参
く
だ
さ
い
。

雲
仙
ビ
ー
ド
ロ
美
術
館

�
０
９
５
７
（
７
３
）
３
１
３
１
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小
型
船
舶
操
縦
士

更
新
・
失
効
講
習
会

問
い
合
わ
せ

指
名
手
配
被
疑
者
の

検
挙
に
ご
協
力
を

問
い
合
わ
せ

愛
の
献
血
お
願
い
し
ま
す

問
い
合
わ
せ

路
線
バ
ス
が
減
便
し
ま
す

問
い
合
わ
せ

● 特設人権相談所 ●

● 県内一斉無料電話相談 ●

日
時

１１
月
２７
日
�

午
後
１
時

３０
分
〜
（
受
付
は
午
後
１
時
〜
）

会
場

島
原
復
興
ア
リ
ー
ナ

必
要
書
類

海
技
免
状
、
本
籍
記

載
の
住
民
票
、
写
真
（
縦
４
・
５

�
×
横
３
・
５
�
）
２
枚

費
用

更
新
…
８
、４
０
０
円
、

失
効
…
１
４
、２
９
０
円

平
山
海
事
事
務
所

�
０
９
６
４
（
５
２
）
４
０
３
４

９
月
末
現
在
、
約
２
、４
４
０

人
が
全
国
の
警
察
か
ら
指
名
手
配

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
被
疑

者
は
、
殺
人
や
強
盗
な
ど
の
凶
悪

犯
罪
な
ど
に
関
し
て
手
配
さ
れ
て

お
り
、
再
び
犯
行
を
繰
り
返
す
お

そ
れ
が
あ
る
の
で
、
早
期
に
検
挙

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

警
察
で
は
、
特
に
重
大
な
犯
罪

の
被
疑
者
を
選
定
し
て
、
１１
月
中

に
全
国
警
察
の
総
力
を
挙
げ
て
追

跡
捜
査
を
行
う
こ
と
と
し
、
早
期

検
挙
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

指
名
手
配
被
疑
者
と
よ
く
似
た

人
を
見
か
け
た
と
い
っ
た
情
報
な

ど
、
ど
ん
な
さ
さ
い
な
こ
と
で
も

結
構
で
す
の
で
、
警
察
に
通
報
し

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

・
国
見
警
察
署

�
０
９
５
７
（
７
８
）
０
１
１
０

・
小
浜
警
察
署

�
０
９
５
７
（
７
５
）
０
１
１
０

※
緊
急
な
場
合
は
１
１
０
番

あ
な
た
の
献
血
が
患
者
さ
ん
の

生
命
を
助
け
ま
す
。
愛
の
献
血
に

ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
献
血
受
付
時
に
は
、
ご
自
身
を

証
明
で
き
る
も
の
（
免
許
証
・
健

康
保
険
証
な
ど
）
の
提
示
を
お
願

い
し
ま
す
。

日
時

１１
月
１０
日
�

午
前
９
時
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜

３
時

場
所

国
見
町
文
化
会
館

・
長
崎
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

�
０
９
５
（
８
４
３
）
３
３
３
１

・
雲
仙
市
役
所

健
康
福
祉
部

（
福
祉
事
務
所
）
健
康
づ
く
り
課

健
康
づ
く
り
班

�
０
９
５
７
（
３
６
）
２
５
０
０

県
営
バ
ス
を
ご
利
用
の
際
は
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

開
始
日

１２
月
１
日
�

廃
止
路
線

雲
仙
〜
島
原
間

減
便
路
線

小
浜
営
業
所
〜
小
浜

タ
ー
ミ
ナ
ル
間

※
次
の
便
以
外
の
小
浜
営
業
所
〜

小
浜
タ
ー
ミ
ナ
ル
間
の
便
は
廃
止

さ
れ
ま
す
。

運
行
す
る
便

●
小
浜
営
業
所

午
前
６
時
１８
分

●
小
浜
タ
ー
ミ
ナ
ル

午
前
６
時

２８
分

長
崎
県
交
通
局

�
０
９
５
（
８
２
２
）
５
１
４
１

だだだだだだだだだだだだだだだだれれれれれれれれれれれれれれれれももももももももももももももももがががががががががががががががが持持持持持持持持持持持持持持持持つつつつつつつつつつつつつつつつああああああああああああああああたたたたたたたたたたたたたたたたりりりりりりりりりりりりりりりり前前前前前前前前前前前前前前前前のののののののののののののののの権権権権権権権権権権権権権権権権利利利利利利利利利利利利利利利利 人人人人人人人人人人人人人人人人権権権権権権権権権権権権権権権権……………………………………………………………………………………
１１１１１１１１１１１１１１１１２２２２２２２２２２２２２２２２月月月月月月月月月月月月月月月月４４４４４４４４４４４４４４４４日日日日日日日日日日日日日日日日～～～～～～～～～～～～～～～～１１１１１１１１１１１１１１１１００００００００００００００００日日日日日日日日日日日日日日日日はははははははははははははははは人人人人人人人人人人人人人人人人権権権権権権権権権権権権権権権権週週週週週週週週週週週週週週週週間間間間間間間間間間間間間間間間でででででででででででででででですすすすすすすすすすすすすすすす
人権とは、人間が人として本来持っている権利で、すべ

ての人が等しく幸せに生活するための基本的な権利です。
だからといって、自分の人権ばかりを主張するのではな

く、他人の人権も尊重しお互いの立場を考えて、豊かな人
間関係をつくりましょう。

毎日の生活の中で、これは人権問題ではないだろうかと
感じることはありませんか？お気軽にご相談ください。
〈１２月６日�〉時間 午前１０時～午後３時

場所 ・雲仙市国見町総合福祉センター
・雲仙市瑞穂町公民館福祉センター
・雲仙市小浜町老人福祉センター

〈１２月９日�〉時間 午前１０時～午後３時
場所 ・雲仙市愛野町中央公民館

・雲仙市南串山町総合保健福祉センター
・雲仙市千々石町老人福祉センター
・雲仙市吾妻町ふるさと会館

問い合わせ／長崎地方法務局島原支局
�０９５７（６２）２５１３

家庭内のもめごとや隣近所とのトラブルなどをフリーダ
イヤルで相談してみませんか？
日時／１２月４日～１０日 午前９時～午後６時
フリーダイヤル／�０１２０（７８３８）７７

旧 国 見 町……国民健康保険税５期（３０日）
旧 瑞 穂 町……国民健康保険税４期（２５日）
旧 吾 妻 町……国民健康保険税５期（２５日）
旧 愛 野 町……国民健康保険税５期（３０日）
旧千々石町……国民健康保険税５期（３０日）
旧 小 浜 町……国民健康保険税５期（３０日）
旧南串山町……国民健康保険税４期（３０日）

広報うんぜん●
平成１７年１１月22



雲
仙
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

雲
仙
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設�

雲
仙
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

雲
仙
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設�

雲
仙
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設�

畜産試験場一般公開

情報ステーション�

雲
仙
小
浜

湯
・
Ｙ
Ｏ
Ｕ

マ
ラ
ソ
ン
開
催

問
い
合
わ
せ

問い合わせ

日
時

１２
月
４
日
�

午
前
８
時

か
ら
受
付
開
始

場
所

雲
仙
市
小
浜
町
マ
リ
ン

パ
ー
ク
（
日
本
陸
連
公
認
雲

仙
小
浜
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
）

種
目

２０
�
・
１０
�
・
５
�

コ
ー
ス

参
加
資
格

１９
歳
以
上
の
健

康
な
男
女

申
込
期
限

１１
月
４
日
�

参
加
費
用

３
、
０
０
０
円

参
加
申
し
込
み
な
ど
詳
し

く
は
先
に
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

雲
仙
小
浜
湯
・
Ｙ
Ｏ
Ｕ
マ
ラ
ソ
ン

大
会
実
行
委
員
会

�
０
９
５
７
（
７
４
）
２
１
１
１

畜畜産産試試験験場場一一般般公公開開
日時 １１月２６日� 午前１０時～午後４時
場所 長崎県畜産試験場
内容 ・乳しぼり体験

・子牛や子豚とのふれあい、
ヒヨコ牧場

・お絵かきコーナー
・トラクターの体験乗車
・畜産物の試食コーナー

長崎県畜産試験場
�０９５７（６８）１１３５

http://www.city.unzen.nagasaki.jp/

人のうごき
人口 ５１，８１８人

男 ２４，５９４人

女 ２７，２２４人

世帯数 １６，３３５世帯
９月末現在
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虹のあとさき�虹のあとさき�
編集後記�

７つの炎が燃えていました
いくつもの時を越えて輝いてきた炎でしたが
やがてその炎は人々の手によってひとつとなり
より明るさを増しました

７つの炎を見続けてきた人たちがいました
いまは同じ炎を見ています
そしてこれからも見続けていきます

新たな炎にさらなる輝きを
新たな炎に永遠のきらめきを

▼「
お
と
う
さ
ん
今
日
か
ら
学

校
の
名
前
が
変
わ
っ
た
と
ば

い
」
小
学
１
年
生
の
息
子
が
誇

ら
し
げ
に
報
告
し
て
く
れ
ま
し

た
。「
う
ん
ぜ
ん
ち
ょ
う
り
つ

…
」

「
そ
う
か
ぁ（
ち
ょ
こ
っ
と
違
う

け
ど
）」
…
。「
本
日
、
雲
仙
市
が
誕
生
…
」

様
々
な
メ
デ
ィ
ア
で
報
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、

私
に
と
っ
て
息
子
と
の
何
気
な
い
会
話
が
最

も
身
近
に
雲
仙
市
の
誕
生
を
感
じ
た
瞬
間
で

し
た
▼
�
大
丈
夫
や
ろ
う
か
い
�
と
い
う
不

安
を
抱
え
な
が
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、

ど
う
に
か
発
行
に
こ
ぎ
着
け
た
み
た
い
で
す
。

広
報
係
も
２
人
体
制
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
よ

り
充
実
し
た
内
容
で
情
報
を
み
な
さ
ん
に
お

届
け
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼「
新
し
い
部
署
、ど
こ
に
な
る
と
思
う
？
」

「
え
〜
ど
こ
か
な
ぁ
…
」
数
カ
月
前
の
同
僚

と
の
会
話
が
遠
い
昔
の
こ
と
の
よ
う
に
思
え

る
今
日
こ
の
ご
ろ
。
９
月
１
日
に
出
た
内
示

の
と
お
り
、
１０
月
１１
日
に
出
ち
ゃ
い
ま
し
た

正
式
な
辞
令
が
…
▼
旧
吾
妻
町
で
広
報
を
担

当
し
て
い
た
松
永
と
申
し
ま
す
。
幸
か
不
幸

か
、
新
市
の
広
報
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
と
て
つ
も
な
い
大
き

な
不
安
が
あ
り
ま
す
が
、旧
南
串
山
町
の�
方

言
研
究
所
�
の
研
究
員
（
広
報
担
当
）
で
あ
っ

た
、
�武
さ
ん
が
一
緒
で
す
の
で
と
て
も
心
強

く
感
じ
て
い
ま
す
▼
�
企
画
財
政
部
企
画
課

広
報
統
計
班
勤
務
を
命
ず
る
�
と
書
か
れ
た

辞
令
を
前
に
（
や
っ
ぱ
り�
幸
�
か
な
ぁ
〜
）

と
感
じ
て
し
ま
う
の
で
し
た
。
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こ
の
広
報
「
う
ん
ぜ
ん
」
は
、
古
紙
配
合
率
１００
％
の
再
生
紙
と
、

揮
発
性
有
機
化
合
物
を
一
切
含
ま
な
い
ノ
ン
Ｖ
Ｏ
Ｃ
植
物
性
イ

ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
印
刷
は
IS
O１４００１

認
証
取
得
工
場
で
行
っ
て
い
ま
す
。


